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１
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31
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第
１
回
臨
時
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専
決
処
分
の
承
認

　
立
科
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
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基
づ

く
個
人
番
号
の
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用
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関
す
る
条
例
一
部
改
正

　
令
和
６
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に
健
康
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険
等
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被
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者
証
が
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れ
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個
人
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ン
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ド
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町
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。
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号
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ら
れ
た

事
務
に
限
定
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て
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る
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会
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障
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防
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る
事
務
そ
の
他
の
事
務
で
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方
自
治
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が
条
例
で
定
め
る
事
務
に
つ
い
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も
マ
イ
ナ
ン
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が
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用
で
き
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ふ
る
さ
と
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税
の
返
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の
増
額
、
国
の
物
価
高
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対
策
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
住
民
税
均
等
割
の

み
課
税
世
帯
に
１
世
帯
10
万
円
、
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
の
子
ど
も
１
人
当
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り
５
万
円
を
給
付
す
る
た

め
の
事
業
費
な
ど
４
７
９
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上
。

工
事
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の
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都
市
農
村
交
流
施
設
改
修
工
事
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方
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業
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会
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令
和
5
年
度一般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

　町政をめぐる様々な問題に対応するため、広聴機能をさらに高めます。名称を変える
とともに、町民のみなさんからのご意見・ご要望などを広く聴取し、ともに解決策を考
えあう議会へとパワーアップします。
　令和６年度は現在の議会だより編集委員がそのまま
スライドしますが、名前にふさわしい機動的な委員会
になるように役職改選時までに議論を重ねます。
　議会についてのご意見をお寄せください。

「議会だより編集委員会」から

『広報広聴委員会』に名称変更

新年度
４月から

集
後
記

編

可
決 可

決

承
認

可
決

新緑の
　散歩道
　　　　（権現山）
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※各議員の賛否は、15ページをご覧ください。

立科町lakeOffice女神湖の設置及び管理に関する条例制定 修正案が可決

◇ 討論

★原案に賛成　榎本 真弓
　女神湖畔にある女神湖センター内のワークス
ペース「LakeOffice女神湖」の管理運営は、基本
的には町直営で行っていくが、第11条「町長は、
施設の管理運営上必要と認めるときは、指定管理
者に管理を行わせることができる」という条文を
加えたものである。
　観光地にある施設は、ただ管理するだけではな
く、使用料収入を確保するなど有効に活用するこ
とができる施設でもある。運営・管理においては、
人的負担の軽減、効果的な管理運営、利用者増を
積極的に目指す必要がある。将来の社会情勢の対
応を考えたものと原案に賛成する。

★修正案に賛成　村松 浩喜
　原案の第11条は、指定管理者に施設の管理を行
わせることができることと、その場合の取り決めに
ついて定めた条文だ。私は①②のように考察した。
①予約の受付や利用料の収納はオンライン上で完結
し、｢利用者に直接相対してサービスを提供する｣と
いう業務はほとんど発生しない。主な業務内容
は、備品の管理や使用後の清掃などだけだ。そ
れほど広い場所でもないので、指定管理者に任
せなくても、役場職員が行うか、業務委託で充
分である。
②この施設を高原観光の拠点の一つとして、積極
的に活用することが、観光振興の面からも効果が
あると思う。臨機応変に、町の観光施策や観光
協会の事業と連携するためには、契約内容や申
し合わせ事項にとらわれる指定管理施設としない
方が良い。
　以上の考察から、この施設は初めから指定管理
を視野に入れるのではなく、町の直接運営が望まし
いと判断した。
　よって、原案から、指定管理について定めた第
11条を削除し、第12条以下を順次繰り上げる修正
案に賛成する。

★原案に賛成　森澤 文王
　今回、修正案として「指定管理ができる」とい
う記載のある第11条を削除修正するものであるが、
「できる」の条文をわざわざ削除するというのは、
理解に苦しむ。施設管理系の条例の定型文ではな
いかと考えている。
　条例の中の弾力性としての「できる」を削除す
るというのは、賛同しかねる。
　よって、原案に賛成する。

◇ その他　3件
蓼科･中尾辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画の変更 修正可決

◎町道路線の認定
　蟹窪地区の新設道路を町道に認定

◎工事請負契約の締結
　ホテルグランビュー蓼科(従業員寮他)解体撤去工事　契約の相手方　株式会社小宮山土木
◇ 人事関係　3件

◇ 議員発議　1件

固定資産評価審査委員会委員　(立野 裕紀氏の再任)
人権擁護委員　(笹井 隆氏の再任)
選挙管理委員及び補充員の選挙

結果

◎

政治資金規正法の改正を含めた再発防止に必要な措置を求める意見書 提出

◎
◎

令和6年第1回定例会を3月4日から3月19日までの16日間の会期で開き、条例や補正予算、
令和6年度当初予算、同意などについて審議を行った。

◎全会一致で可決･承認　○賛成多数で可決･承認
◇ 条例の制定1件　一部改正12件

◇ 令和5年度補正予算　8件

結果

立科町 Lake Office 女神湖の設置及び管理に関する条例制定
　女神湖センター内に設置したLake Office 女神湖について使用料等運営に必要な事項を定める。

修正可決

・立科町附属機関設置条例の一部を改正する条例制定
・特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定
　立科っ子給付型奨学金の運用に必要な｢奨学生選考委員会｣を規定し、その費用弁償額を定めるもの。

◎

立科町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例等の一部を改正する条例制定 ◎

立科町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定
　国民健康保険税算定方式の県下統一に向け、資産税割を引き下げ、所得割を引き上げる改正

◎

立科町介護保険条例の一部を改正する条例制定
　保険料の基準額を減額し、 6,400円にするとともに、法改正により所得階層を13に増やす改正 ◎

立科町指定居宅介護支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定居宅介護支援等の事業の人員
及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定 ○

立科町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例制定 ◎

令和6年 第１回定例会

・立科町給水条例の一部を改正する条例制定
・立科町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関
する条例の全部を改正する条例制定

◎

一般会計補正予算（第10号）・国民健康保険特別会計補正予算（第2号）・後期高齢者医療特別会計補
正予算（第1号）･介護保険特別会計補正予算（第3号）・索道事業特別会計（第2号）･白樺高原下水道
事業特別会計補正予算（第1号）・水道事業会計補正予算（第4号）・下水道事業会計補正予算（第2号）

◎

◇ 令和6年度当初予算　8件
一般会計予算･国民健康保険特別会計予算・介護保険特別会計予算・索道事業特別会計予算・白樺高
原下水道事業特別会計予算･水道事業会計予算･下水道事業会計予算 ◎

・立科町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営等に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例制定
・立科町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営等に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例制定
・立科町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防の
ための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定

◎

後期高齢者医療特別会計予算 ○

○
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ための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例制定

◎

後期高齢者医療特別会計予算 ○

○
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予算特別委員会

令和6年 第１回定例会

立科町指定居宅介護支援事業者の指定に関し必要な事項並びに指定居宅介護支援等の事業の人員
及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定

★反対 村田 桂子
　この改正は、介護予防支援、介護支援の事業所で働く介護予防支援者、いわゆるケアマネの担当の人数を、
これまでの35人から44人まで広げることを可能にしている。
　しかも要介護者が「1人を1人」カウントするのに比して、介護予防者はこれまでの「2人で1人分」
から「3人で1人分」と多く設定し、その数も35人から44人にまで拡大するもので、ケアマネの労働強
化を招くことは明らかである。

令和6年度立科町後期高齢者医療特別会計予算

★反対 村田 桂子
　今回の予算は2年ごとの料金改定時にあたり、これまでの最高税額66万円から80万円までに拡大す
る保険料を含んでいる。（来年度は73万円に留める）
　頭割りで課される均等割は、従来より3,458円アップ、所得割も1.02％アップで、平均保険料は
71,000円と8,425円も増える。
　目減りする年金がさらに差し引かれ、物価高で暮らしは厳しい。高齢者いじめの医療制度である。

蓼科・中尾辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画の変更 修正案が可決

★原案に賛成　森澤 文王
　今回は財源確保のための打診と考える。
　質疑の際に町長のリーダーシップのある発言がなけ
ればならないと発言したのは、予算化する時までにと
いう含みである。
　来年度は、令和７年度から10年間の基本構想をまと
める「第６次立科町振興計画」を作る。この流れの中で、
町民の皆さんのご意見を伺いながら、立科町の未来を
みんな考える。そういう１年がこれからやって来ると
考えた場合、本議案は原案のまま認めて、令和６年度
の実りある議論を生む一つの確定要素とするのが良い
と考える。

◇ 討論

★原案に賛成　榎本 真弓
　蓼科・中尾地区の辺地度数は190点と高く、辺地の
公共施設の整備には財政運営上で有利な辺地対策事業
債を財源とすることができる。辺地対策事業債は、充
当率100％であり元利償還金80％に相当する額が普通
交付税へ算入される。辺地債が活用できることは財政
的にたいへん有利である。
　昨シーズン2in1スキー場で搬器が破損する原因不明
の事故が起きた。安全安心な運営を行うことは観光事
業の最も重要なことであり、スキー場全体の老朽化の
中で、整備事業は緊急性が求められている。提出され
た施設整備調査の報告に基づき、基幹産業である町営
スキー場の施設整備を含む辺地対策総合整備計画の変
更は、財源確保のために適切な変更であると原案に賛
成する。

★修正案に賛成　村田 桂子
　この修正案は、委員会として提出された
もので、令和5年度から7年度までの辺地
に係る総合整備計画中、スキー場整備事業
費総額53億4,120万円から「リフトの撤去
更新費用分｣を削除し、当面の整備費2億
9,120万円に修正するもので賛同する。
　委員会の議論では
①町が、業者から示された金額の最大値を
そのまま、計画に盛り込んだ。
②地球温暖化の影響から雪不足が進行し、
スキー場経営が厳しくなっている。
③今後のスキー場経営がどのようにあるべき
か、グリーンシーズンも含め、町民を交えて、
しっかりと議論した後に計画化すべき。
　議会も専門委員会を作り急いで研究す
る。町民を交え、今後の在り方を探るべき
である。
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予
算
２
千
万
円
の
事
業

内
訳
は
。

一つ
目
は
、
一
周
８
０
０
ｍ

の
折
り
返
し
コ
ー
ス
を

作
る
事
業
。
二
つ
目
は
雨
水

を
流
す
側
溝
を
一
部
に
作
る

事
業
。
三
つ
目
は
コ
ー
ス
の

一
部
を
緑
化
す
る
事
業
。
こ

の
３
月
に
入
札
を
行
い
業
者

が
決
ま
っ
て
い
る
。

使
用
料
歳
入
10
万
円
の

徴
収
は
い
つ
か
ら
始
め

る
の
か
。

３
事
業
が
６
月
に
終
わ

る
予
定
な
の
で
７
月
か

ら
徴
収
を
予
定
し
て
い
る
。

10
万
円
の
積
算
基
礎
は

団
体
で
の
利
用
を
考
え

て
の
こ
と
か
。

個
人
利
用
が
多
い
の
で

個
人
利
用
で
考
え
て
い

る
。
大
人
２
０
０
円
、
子
ど

も
１
０
０
円
。
９
０
０
人
程

の
利
用
者
が
あ
っ
た
の
で
一

応
10
万
円
に
し
た
。

コ
ー
ス
は
出
入
り
が
自

由
に
で
き
る
。
使
用
料

を
払
う
場
所
も
分
か
ら
な
い

の
で
、
散
歩
を
す
る
人
な
ど

は
払
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

蓼
科
出
張
所
に
行
っ
て
払
う

人
、
行
か
な
い
で
払
わ
な
い

人
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。

こ
れ
ま
で
も
申
請
受
付

の
作
業
は
蓼
科
出
張
所

で
行
っ
て
き
た
。
徴
収
の
た

め
に
コ
ー
ス
に
人
を
配
置
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
看

板
等
で
周
知
し
て
い
く
。

コ
ー
ス
管
理
経
費
の

３
７
６
万
円
は
ど
の
よ

う
な
費
用
か
。

芝
の
刈
り
込
み
、
目
土

入
れ
、
施
肥
、
散
水
、

雑
草
処
理
な
ど
の
費
用
。

６
月
か
ら
11
月
ま
で
の

短
い
期
間
な
の
に
高
額

過
ぎ
で
は
な
い
か
。

見
積
り
で
は
人
件
費
だ

け
で
２
０
０
万
円
。
請

け
負
う
業
者
が
い
な
い
の
で

探
す
の
が
大
変
。

管
理
委
託
の
業
者
は
決

ま
っ
て
い
る
の
か
。

新
年
度
に
な
っ
て
か
ら

入
札
を
行
う
予
定
。

冬
場
を
越
え
て
の
コ
ー

ス
の
補
修
費
用
は
確
保

さ
れ
て
い
る
の
か
。

今
年
の
春
は
補
修
は
少

な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

次
か
ら
は
砂
の
補
充
な
ど

コ
ー
ス
の
補
修
は
、
町
職
員

が
行
っ
て
い
く
か
委
託
す
る

か
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

立
科
町
も
年
々
、
温
暖
化

に
な
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６

年
度
予
算
で
、
エ
ア
コ
ン
４

台
の
更
新
と
２
台
の
増
設
を

計
上
し
た
。
４
台
に
つ
い
て

予算特別委員会
3月13日･14日 令和6年度の予算の審査を行った。

委員が特に注目した事業について掲載。

児
童
館
の
、
エ
ア
コ
ン

の
更
新
と
増
設
決
ま
る
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は
、
現
在
あ
る
場
所
の
エ
ア

コ
ン
を
更
新
。

２
台
に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
度
に
増
設
し
た
部
分
に
、

２
台
を
設
置
す
る
。

子
ど
も
達
が
よ
り
快
適
に

過
ご
せ
る
環
境
が
で
き
る
。

国
の
『
こ
ど
も
未
来
戦
略
』

に
基
づ
き

①
所
得
制
限
の
撤
廃

②
高
校
生
年
代
ま
で
の
支
給

期
間
の
延
長

③
多
子
加
算
に
つ
い
て
第
３

子
以
降
３
万
円
へ

　

抜
本
的
な
拡
充
が
、
令
和

６
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ

る
。
支
給
期
間
も
、
年
３
回

か
ら
、
年
６
回
（
偶
数
月
）

支
給
と
し
、
子
育
て
世
帯
支

援
の
充
実
を
図
る
。

運
転
免
許
証
自
主
返
納

者
に
対
し
、
ス
マ
イ
ル

交
通
回
数
券
を
交
付
す
る
制

度
で
あ
る
が
、
返
納
後
１
回

交
付
さ
れ
る
だ
け
か
。

返
納
後
１
回
交
付
さ
れ

る
制
度
で
あ
る
。

１
回
で
終
わ
り
は
不
親

切
。
生
涯
乗
れ
る
無
料

パ
ス
等
は
検
討
し
て
い
な
い

か
。
ま
た
、
そ
う
い
う
要
望

の
声
は
な
い
か
。　

そ
う
い
う
要
望
は
今
の

と
こ
ろ
来
て
い
な
い
。

今
後
、
要
望
等
を
受
け
た
な

ら
ば
、
方
向
性
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
制
度
の
内
容
は
。

立
科
町
で
は
全
年
齢
を

対
象
に
、
自
転
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
購
入
す
る
際
に
、

２
分
の
１
を
補
助
す
る
（
上

限
額
４
千
円
）
も
の
で
あ
る
。

県
で
も
購
入
時
の
千
円

の
補
助
あ
る
が
対
象
者

は
5
千
円
の
補
助
と
な
る
の

か
。

県
で
は
町
が
実
施
し
た

事
業
に
つ
い
て
、
町
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
す
る

も
の
で
あ
る
（
年
齢
制
限
あ

り
）。
よ
っ
て
町
民
へ
の
補
助

額
上
限
は
４
千
円
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
職
員
等
で
分

散
し
て
行
っ
て
い
た
業

務
を
委
託
す
る
と
考
え
る
と

高
額
な
委
託
料
で
は
な
い
か
。

大
き
く
分
け
て
６
つ
の

業
務
を
取
り
ま
と
め
た

も
の
。

①
移
住
相
談
の
窓
口
業
務

週
末
等
の
対
応
を
含
め
て

行
う
。
移
住
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
も
行
う
。

②
Ｈ
Ｐ
の
運
営

こ
れ
ま
で
、
別
の
事
業
者

に
委
託
し
て
い
た
Ｈ
Ｐ
の

作
成
、
運
営
事
業
も
今
回

の
事
業
に
含
め
る
。

③
移
住
体
験
住
宅
の
運
営

受
付
、
入
退
室
の
管
理
及

び
緊
急
時
の
対
応
、
施
設

の
運
営
等
も
含
め
る
予
定
。

④
空
き
家
相
談
業
務

空
き
家
、
空
き
土
地
の
積

極
的
な
掘
り
起
こ
し
を
窓

口
の
常
駐
で
力
を
入
れ
て

い
く
。

⑤
空
き
家
バ
ン
ク
業
務

相
談
業
務
で
掘
り
起
こ
し

た
空
き
家
情
報
の
管
理
。

空
き
家
バ
ン
ク
専
門
の

Ｈ
Ｐ
も
別
の
事
業
者
に
委

託
し
て
い
た
が
、
空
き
家

バ
ン
ク
Ｈ
Ｐ
の
情
報
発
信

の
業
務
も
委
託
す
る
。
ま

た
、
問
合
せ
が
あ
っ
た
際

の
現
地
の
案
内
も
業
務
内

容
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

運
転
免
許
証
自
主
返
納

高
齢
者
等
へ
の
支
援

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

購
入
費
補
助
金
新
設

移
住
定
住
促
進
・
空
き

家
バ
ン
ク
運
営
委
託

６
８
２
万
８
千
円
に
つ

い
て

児
童
手
当
の
拡
充

移住体験住宅

現行（令和６年９月まで） 改正（令和６年 10 月以降）

支給対象 中学校終了まで（15 歳到達の最初の年
度末まで）

高校生年代まで（18 歳到達の
最初の年度末まで）

所得制限 所得限度額：900 万円未満
※年収 1,200 万円以上は支給対象外 所得制限なし

児童手当
（月額）

・３歳未満 15,000 円 ・３歳未満
・３歳から小学校終了まで 　第１・２子 15,000 円
　第１・２子 10,000 円 　第３子以降 30,000 円
　第３子以降 15,000 円 ・３歳から高校生年代
・中学生 10,000 円 　第１・２子 10,000 円
・所得制限以上（特例給付）   5,000 円 　第３子以降 30,000 円

支払月 ３回（２月・６月・10 月）
（各前月までの４か月分）

６回（偶数月）
（各前月までの２か月分）
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⑥
保
守
管
理
運
営
業
務

全
体
的
な
保
守
運
営
、
管

理
運
営
の
委
託
を
検
討
し

て
い
る
。

相
談
窓
口
は
、
土
日
も

対
応
と
い
う
こ
と
だ
が
、

移
住
体
験
住
宅
の
管
理
条
例

で
は
、
土
日
は
使
わ
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
条
例

改
正
す
る
の
か
。

事
実
の
誤
認
が
あ
る
。

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
は
平
日

に
お
願
い
し
て
い
る
が
、
利

用
、
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は
対

応
し
て
い
る
。
今
後
の
週
末

の
受
け
入
れ
の
要
望
を
見
な

が
ら
考
え
た
い
。
こ
の
１
年

間
の
宿
題
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

捕
獲
目
標
頭
数
は
。

２
０
０
頭
を
目
標
と
考

え
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
か
。

20
メ
ー
ト
ル
四
方
ほ
ど

の
檻
に
監
視
カ
メ
ラ
を

設
置
、
現
地
へ
赴
か
な
く
て

も
里
に
い
て
檻
の
状
況
が
把

握
で
き
る
。
餌
付
け
等
を
行

い
、
鹿
を
誘
導
し
、
会
員
が

持
っ
て
い
る
自
身
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
で
檻
を

監
視
し
、
閉
め
る
事
が
で
き

る
遠
隔
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

確
認
方
法
は
。

ア
プ
リ
か
ら
プ
ッ
シ
ュ

通
知
が
届
き
、
会
員
全

員
が
情
報
の
共
有
（
チ
ャ
ッ

ト
に
て
会
話
も
可
能
）
が
出

来
て
、
カ
メ
ラ
に
て
状
況
が

確
認
で
き
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

期
末
手
当
改
善
が
決

ま
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

か
。

令
和
６
年
度
よ
り
勤
勉

手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
た
め
、
増
額
と

な
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
。

勤
勉
手
当
が
、
６
月

･
12
月
共
に
1
.2
2
5

月
、
期
末
手
当
が
そ
れ
ぞ
れ

1
.0
2
5
月
で
、
年
間
の
期

末
・
勤
勉
手
当
で
は
4
.50
月

と
な
り
、
一
般
職
員
と
同
率

と
な
る
。

金
額
的
に
は
ど
う
か
。

勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
、

フ
ル
タ
イ
ム
職
員
は
平
均

で一人
あ
た
り
50
万
８
２
５
０
円

（
12
人
）、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
は

28
万
８
５
０
０
円
（
94
人
）
に

な
る
。町

営
住
宅
建
設
の
概
要

は
。

建
設
予
定
地
（
元
ド
ラ

イ
ブ
イ
ン
立
科
跡
地
）

の
総
面
積
は
約
４
千
㎡
。
総

予
算
額
は
４
億
６
千
万
円
。

設
計
監
理
１
千
万
円
と

工
事
請
負
費
４
億
５
千

万
円
の
内
容
は
。

昨
年
12
月
に
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
で
７
業
者
よ
り
選

定
し
、
１
月
か
ら
２
月
に
か

け
て
設
計
の
打
合
せ
を
行
っ

た
。
現
段
階
で
は
、
棟
数
は

戸
建
で
10
棟
か
ら
11
棟
を
予

定
。
住
宅
の
タ
イ
プ
は
３
タ

イ
プ
（
単
身
者
・
２
人
向
け

世
帯
・
３
人
以
上
世
帯
）
の

提
案
を
受
け
て
い
る
。

町
有
林
材
（
カ
ラ
マ
ツ
）

を
使
っ
て
、
グ
レ
ー
ド

の
高
い
も
の
を
造
る
よ
う
だ

が
、
完
成
の
見
込
み
は
。

５
月
末
ま
で
に
設
計
。

７
月
・
８
月
頃
に
建
設

業
者
を
入
札
で
決
定
。
10
月

く
ら
い
か
ら
造
成
工
事
を
考

え
て
い
る
。
現
段
階
で
は
、

住
宅
完
成
は
令
和
７
年
９
月

頃
を
見
込
ん
で
い
る
。

町
有
林
材
（
カ
ラ
マ
ツ
）

を
建
材
と
し
て
間
に
合

う
の
か
。

長
和
町
の
材
木
業
者
に

依
頼
し
て
い
る
が
、
集

成
材
の
技
術
が
進
歩
し
、
今

は
６
か
月
ほ
ど
で
建
材
と
し

て
問
題
な
く
使
用
で
き
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

囲いワナ

有
害
鳥
獣
檻
罠
遠
隔
自

動
捕
獲
シ
ス
テ
ム
導
入

会
計
年
度
任
用
職
員

待
遇
改
善
進
む

時
代
に
合
っ
た

町
営
住
宅
の
建
設
を

議会だより議会だよりのの表紙写真等表紙写真等をを募集します募集します

年４回発行の議会だよりは、町内だけでなく近隣市町村や友好都市にも送られます。
立科町の魅力を紹介・発信する議会だよりにしたいと思っています。
ぜひ、あなたの写真をご紹介ください。お待ちしています。
なお、詳細内容は、町ホームページでご確認ください。

立科町議会が発行する「議会だより」の表紙に掲載する写真や絵画等を募集します。



総務経済常任委員会

社会文教建設常任委員会

所　管　総務課・企画課・産業振興課・会計室・議会事務局
委員長／今井健児　副委員長／村松浩喜
委　員／今井英昭　村田桂子　中村茂弘　小野沢常裕

所　管　町民課 ･ 建設環境課 ･ 教育委員会
委員長／芝間教男　副委員長／秦野仁美
委　員／榎本真弓・今井清・森澤文王・宮坂幸夫

3 月 12 日、付託案件を審査した。主な質疑内容は次のとおり。

３月 11 日、付託案件を審査した。主な質疑内容は次のとおり。

質
疑Q

A
＆

質
疑Q

A
＆

議
案
第
32
号
蓼
科
・
中
尾

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設

の
総
合
的
な
整
備
に
関
す

る
財
政
上
の
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

立
科
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て

53
億
円
の
中
身
は
。

リ
フ
ト
の
更
新
に
か
か

る
部
分
で
、
工
事
費
の

方
が 

50
億
円
、
設
計
・
管

理
で
５
千
万
円
。
そ
の
他
圧

雪
車
等
を
含
む
。

そ
れ
以
上
費
用
が
か
か

る
こ
と
も
あ
り
得
る
の

で
は
。あ

く
ま
で
も
辺
地
債

を
活
用
す
る
令
和
５

年
度
か
ら
７
年
度
ま
で
の
３

年
間
の
そ
の
最
大
枠
と
し
て

53
億
４
１
２
０
万
を
掲
載
し

て
い
る
。
更
新
の
関
係
は
い

く
ら
だ
か
ら
こ
の
額
で
す
よ

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ

の
額
が
そ
っ
く
り
つ
い
て
く

る
か
は
未
知
で
あ
る
。

辺
地
債
が
満
額
対
象
と

な
っ
た
場
合
、
ど
の
よ

う
に
整
備
を
進
め
る
の
か
。

そ
の
時
点
で
し
っ
か
り

と
計
画
を
立
て
、
予
算

と
し
て
反
映
し
な
が
ら
進
め

る
こ
と
を
議
会
に
示
し
て
い

く
。

実
施
計
画
に
索
道
施
設

整
備
に
約
25
億
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
計
画
は
す

で
に
で
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
か
。優

先
度
の
高
い
、
事
故

の
あ
っ
た
ク
ワ
ッ
ド
リ

フ
ト
な
ど
、
優
先
順
位
を
決

め
て
計
画
を
上
げ
て
い
き
た

い
。

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
に

対
し
て
の
投
資
額
に
つ

い
て
の
議
論
は
な
か
っ
た
の

か
。

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
も

非
常
に
大
事
で
あ
る

が
、
こ
の
整
備
計
画
の
中
で

判
断
材
料
と
し
て
は
、
少
し

違
っ
て
く
る
。

他
の
公
共
施
設
も
含
め

た
計
画
は
い
つ
頃
で
き

あ
が
る
の
か
。

現
在
概
算
で
は
あ
る

が
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
る
。

第
１
号
被
保
険
者
の
場

合
、
年
額
３
万
５
千
円

と
し
て
い
る
が
、
条
例
内
で

２
万
１
９
０
０
円
と
読
み
替

え
る
文
が
あ
る
。
こ
れ
の
解

釈
は
。国

の
標
準
乗
率
が
、
第

１
号
被
保
険
者
に
つ
い

て
は
０
．
４
５
５
で
あ
り
、

こ
れ
で
３
万
５
千
円
と
な
る

が
、
軽
減
乗
率
の
適
用
で

２
万
１
９
０
０
円
と
な
る
。

国
策
で
低
所
得
者
へ
の
負
担

軽
減
と
い
う
こ
と
で
、
第
１

号
か
ら
第
３
号
ま
で
は
軽
減

乗
率
を
適
用
し
て
い
る
。

第
10
号
か
ら
13
号
と
い

う
高
所
得
者
の
枠
が
作

ら
れ
た
が
、
国
の
方
針
で
あ

り
町
の
意
思
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
良
い
か
。

国
の
介
護
保
険
法
の
施

行
に
よ
り
法
律
が
変
わ

り
、
国
の
方
か
ら
13
段
階
に

す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ

り
、
町
独
自
の
も
の
で
は
な

い
。

今
回
、
町
の
第
９
期

介
護
保
険
事
業
計
画

で
は
、
基
金
６
５
０
０
万
円

を
取
り
崩
す
と
し
て
、
保
険

料
が
前
期
よ
り
減
額
と
な
っ

た
。
前
期
中
に
は
基
金
が
な

く
な
り
、
第
９
期
は
増
額
に

な
る
見
通
し
も
あ
っ
た
中
、

様
々
な
要
因
で
基
金
を
積
み

立
て
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

第
９
期
に
積
み
立
て
が
で
き

な
け
れ
ば
第
10
期
は
苦
し
い

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
見
通

し
は
。あ

く
ま
で
も
現
時
点
で

試
算
を
し
た
範
囲
で
、

３
年
間
で
６
５
０
０
万
円
取

り
崩
す
と
い
う
こ
と
。

例
え
ば
、
国
民
健
康
保
険

は
毎
年
改
定
が
あ
り
、
流
動

的
な
も
の
と
す
れ
ば
介
護
保

険
も
然
る
べ
き
と
も
考
え
る

が
、
介
護
保
険
は
３
年
が
１

期
と
決
ま
っ
て
い
る
。
不
確

定
要
素
が
多
く
、
流
動
的
な

事
業
な
の
で
、
そ
の
時
点
で

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
状
況
で
あ
る
。
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小
おのざわ

野沢　常
とき

裕
ひろ

 議員 ……………………………………………… 10 ページ
　立科町都市農村交流施設の「農産物加工・直売・食材供給
　施設」と道の駅「女神の里たてしな」について

中
なかむら

村　茂
しげ

弘
ひろ

 議員 ………………………………………………… 10 ページ
　1 各課の職員数の状況について
　2 米専業農家への支援について

村
むらた

田　桂
けいこ

子 議員 ………………………………………………… 11 ページ
　1 子育て支援策の充実を
　2 地域公共交通計画の見直しについて
　3 高齢者の社会参加について

森
もりさわ

澤　文
ふみお

王 議員 ………………………………………………… 11 ページ
　1 有害鳥獣駆除について
　2 道路沿い及び里山の整備について
　3 移住定住政策について

今
いまい

井　英
ひで

昭
あき

 議員 ………………………………………………… 12 ページ
　子育て支援サービスなどの教育行政について

榎
えのもと

本　真
まゆみ

弓 議員 ………………………………………………… 12 ページ
　立科町空家対策の推進について

芝
しばま

間　教
のりお

男 議員 ………………………………………………… 13 ページ
　我が町の地震対策を問う

秦
はたの

野　仁
ひとみ

美 議員 ………………………………………………… 13 ページ
　1 大リーガー大谷翔平選手から寄贈されたグローブについて
　2 今年度一般質問を振り返り進捗状況の確認について
　3 子どもたちと地域社会の繋がりを深めるために

村
むらまつ

松　浩
ひろ

喜
よし

 議員  ………………………………………………… 14 ページ
　1 健康長寿の町づくりの推進を
　2 空き家対策と移住・定住策の効率的な実施を
　3 水道水安定供給の維持を望む

今
いまい

井　健
けんじ

児 議員 ………………………………………………… 14 ページ
　魅力ある観光の振興について

宮
みやさか

坂　幸
ゆきお

夫 議員 ………………………………………………… 15 ページ
 1  能登半島地震災害及びウクライナ支援 • 立科町と

して実践した事項と今後の支援計画の有無は
 2  こども議会、野方の交差点 ( 通学路 ) 付近の安全対

策について
 3  中原宮前地域 • 水田耕作使用町道の改善 • 補修をプ

ロジェクトで対応を
 4 議員定数削減をせずに定数 12 名を維持した為に
 5   AMeDAS( アメダス ) 地域気象観測システム設置

箇所について
 6 老人クラブ補助金の支給方法の改善を
 7  芦田宿&権現山をつなぐ芦田橋（仮称）歩道橋建設を

 8  エダマメ（あやみどり）収穫祭の開催を
 9  大雪により潰れた農業用パイプハウスに見舞い金

の支給を
10 非正規職員に寒冷地手当支給をしませんか
11 地域おこし協力隊員の活動について
12  西部地域、元気づくりの（リンゴ狩り）環境整備

に支援金制度を
13  長和町との職員交流を複数人数で積極的に実施し

ませんか
14 サンコーポ芦田宿の環境整備 ･ 他について

※太字の質問を掲載。議事録は議会ホームページで閲覧できます。

一
般
質
問
の
文
章
は
質
問
者
の

責
任
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

町
政
に
つ
い
て
問
う
！

一 般 質 問

今定例会では、議員 11人が一般質問を行いました。

9

質問項目
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一 般 質 問 質問者による要約

各
課
の
職
員
数
を
定
め
て
い
る
か
。

総
務
課
長　
職
員
定
数
条
例
で
定
め
て
い

る
。

超
過
勤
務
ま
で
い
か
な
い
が
職
場

に
残
っ
て
い
る
状
況
か
ら
、
職
員

数
を
見
直
し
た
ら
ど
う
か
。

副
町
長　

総
体
的
に
は
検
討
し
て
い
る

が
、
業
務
を
係
内
で
平
準
化
し
、
サ
ポ
ー

ト
す
る
体
制
を
と
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
農
業
機
械
の
補

助
制
度
は
あ
る
か
。　
　
　

産
業
振
興
課
長　
町
単
独
で
は
実
施
し
て

い
な
い
が
、
国
の
事
業
を
活
用
し
て
支
援

し
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
機
械
な
ら
で
き
る
か
。

産
業
振
興
課
長　
国
の
支
援
制
度
に
は
機

械
の
制
約
は
な
い
。
省
力
化
機
械
の
導
入

に
よ
り
省
力
化
農
業
を
推
進
す
る
場
合
優

先
枠
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

町
は
粘
土
地
だ
が
機
械
補
助
は
。

産
業
振
興
課
長　
補
助
は
な
い
。ぬ

か
る
み

田
に
砂
等

の
補
助
は
で
き

る
か
。

産
業
振
興
課
長　

　

県
の
作
物
栽

培
指
針
で
も
推

奨
さ
れ
て
い
る

も
の
で
は
な
い

の
で
考
え
て
は

い
な
い
。

中
なかむら

村　茂
しげひろ

弘

改
修
や
工
事
期
間
の
変
更
な
ど
、

町
民
に
知
ら
せ
る
べ
き
。
町
行
政

は
町
民
に
知
ら
せ
る
と
い
う
配
慮
が
足
り

な
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
「
広
報
た
て
し
な
」
で
周
知
を
繰

り
返
し
て
い
く
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
で
は
Ａ
評
価

が
３
項
目
、
Ｂ
評
価
が
４
項
目
で

Ｃ
評
価
は
無
し
。
こ
の
評
価
結
果
を
ど
う

思
う
か
。

町
長　

売
上
高
20
％
、
利
用
者
数
23
％
、

組
合
員
数
14
名
増
加
し
て
い
る
。
適
正
な

評
価
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

加
工
室
の
利
用
・
活
用
状
況
の
評

価
は
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長　
パ
ン
、
ア
ッ
プ
ル
パ
イ

の
加
工
、
喫
茶
飲
食
等
の
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

利
益
重
視
の
開
館
時
間
を
町
長
は

承
認
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
条
例
で
、
あ
ら
か
じ
め
町
長
の
承

認
を
得
た
う
え
で
指
定
管
理
者
が
定
め
る

も
の
な
の
で
承
知
は
し
て
い
る
。

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
優
先
し

て
運
営
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
施
設
改
修
後
、
利
用
状
況
等
を
見

て
指
定
管
理
者
と
協
議
し
た
い
。

第
二
駐
車
場
の
工
事
費
用
は
だ
れ

が
負
担
し
た
の
か
。

産
業
振
興
課
長　
指
定
管
理
者
。

第
二
駐
車
場
の
周
囲
に
桜
の
苗
木

を
植
え
た
の
は
だ
れ
か
。

町
長　
頑
張
る
地
域
応
援
事
業
で
国
道
沿

い
に
桜
を
植
え
て
い
る
会
が
植
え
た
。

あ
の
辺
り
一
帯
を
桜
の
公
園
に
し

た
ら
ど
う
か
。

町
長　
現
時
点
で
は
土
地
の
買
収
や
貸
借

の
予
定
は
な
い
。

納
付
金
に
収
益
の
一
定
割
合
が

入
っ
て
い
な
い
。
ど
う
し
た
の
か
。

産
業
振
興
課
長　
一
定
割
合
は
、
指
定
管

理
者
の
事
業
計
画
で
提
案
さ
れ
る
も
の

で
、
提
案
が
な
か
っ
た
。

多
額
の
費
用
を
投
じ
て
改
修
す
る
。

使
用
料
の
徴
収
は
ど
う
か
。

町
長　
改
修
後
の
利
用
状
況
等
を
見
な
が

ら
、
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

町
民
の
信
頼
を
高
め
る
た
め
に
一

番
大
切
な
こ
と
は
「
し
っ
か
り
知

ら
せ
る
」
こ
と
。
町
民
目
線
に
立
て
ば
何

を
知
ら
せ
た
ら
よ
い
か
が
分
か
る
は
ず
。

各課の様子

各
課
の
職
員
数
に
つ
い
て

米
農
家
へ
の
支
援
に
つ
い
て

小
おのざわ

野沢　常
ときひろ

裕

農
ん
喜
村
と
道
の
駅
「
女
神
の
里

た
て
し
な
」
に
つ
い
て
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一 般 質 問 質問者による要約

高
齢
化
の
進
む
当
町
に
あ
っ
て
、

ま
た
町
外
の
高
校
・
病
院
な
ど
に

通
う
住
民
に
と
っ
て
公
共
交
通
改
善
に
対

す
る
期
待
は
大
き
い
。
新
た
な
計
画
は
ど

の
よ
う
か
。

町
長　

町
内
を
走
る
ス
マ
イ
ル
交
通
は
、

朝
夕
の
路
線
を
残
し
て
、
日
中
は
予
約
型

デ
マ
ン
ド
交
通
を
基
本
と
す
る
方
向
で
。

「
公
共
交
通
を
考
え
る
会
」
か
ら
の

要
望
か
ら
伺
う
。

　
町
外
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
悪
い
。
せ

め
て
田
中
駅
や
望
月
バ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で

延
伸
し
て
多
方
面
へ
の
展
開
の
保
障
を
。

企
画
課
長　

そ
こ
ま
で
は
考
え
て
い
な

い
。
大
屋
駅
行
バ
ス
の
利
用
を
。

 

中
仙
道
佐
久
平
方
面
委
託
運
行
で
、

昼
間
の
午
後
１
時
・
２
時
台
の
増

便
は
。病
院
か
ら
の
帰
り
の
バ
ス
が
な
い
。

夕
方
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

企
画
課
長　
定
額
タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
お

願
い
し
た
い
。

ま
た
、
高
校
の
部
活
帰
り
の
生
徒

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
夜
７
時

以
降
の
増
便
は
。

企
画
課
長　

夜
１
便
の
増
発
が
決
ま
り
、

４
月
以
降
実
施
さ
れ
る
。

 

上
田
方
面
の
朝
７
時
台
の
増
便
と

料
金
の
軽
減
は
。

企
画
課
長　
利
用
率
の
低
さ
か
ら
夕
方
の

減
便
が
決
ま
っ
た
。
ま
た
運
転
手
不
足
か

ら
改
善
は
厳
し
い
。

  

日
中
の
デ
マ
ン
ド
交
通
が
主
流
に

な
れ
ば
、
福
祉
型
デ
マ
ン
ド
は
車

い
す
対
応
が
主
流
と
な
る
。
料
金
６
０
０

円
の
引
下
げ
や
町
外
の
病
院
へ
の
ア
ク
セ

ス
確
保
は
。

企
画
課
長　
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い

て
は
検
討
中
。
料
金
は
こ
の
ま
ま
。

唯
一
の
公
共
交
通
で
あ
る
バ
ス
運

行
の
改
善
は
急
務
。
町
民
の
声
を

活
か
し
た
計
画
を
期
待
す
る
。

見
直
し
と
な
っ
た

地
域
公
共
交
通
計
画
と
は

来
年
度
に
向
け
て
の
有
害
鳥
獣
駆

除
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

町
長　

町
の
猟
友
会
員
の
高
齢
化
に
よ

り
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
の
有
害
鳥
獣
駆
除
数

が
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

捕
獲
頂
く
猟
友
会
員
の
確
保
が
第
一
と
考

え
て
い
る
。

　
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
来
年
度
に

向
け
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
利

用
し
、
鳥
獣
被
害
対
策
員
の
募
集
を
し
て

い
る
。
現
在
数
件
の
問
合
せ
が
あ
り
、
期

待
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
立
科
町
猟
友
会
と
佐
久
市
猟
友

会
協
和
支
部
で
共
同
捕
獲
の
打
合
せ
を
行

い
、
来
年
度
は
佐
久
市
と
合
同
で
、
新
規

ワ
ナ
免
許
取
得
者
確
保
に
向
け
、
免
許
取

得
に
向
け
た
講
習
会
も
計
画
し
て
お
り
、

広
報
等
に
よ
る
新
規
の
有
害
鳥
獣
駆
除
有

資
格
者
の
確
保
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
捕

獲
許
可
を
得
て
雨
境
地
籍
に
捕
獲
檻
を
設

置
し
た
の
で
、
捕
獲
に
よ
る
駆
除
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

産
業
振
興
課
長　
観
光
地
の
有
害
鳥
獣
駆

除
に
つ
い
て
は
、
第
２
牧
場
に
設
置
し
て

あ
る
檻
ワ
ナ
を
有
効
活
用
し
、
白
樺
高
原

に
お
け
る
捕
獲
の
強
化
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
巡
回
や
餌
の
補
充
等
の
負
担
軽
減
と
多

数
捕
獲
の
研
究
を
進
め
た
結
果
、
檻
ワ
ナ

遠
隔
監
視
操
作
自
動
捕
獲
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
計
画
し
、
来
年
度
の
予
算
に
計
上
し

た
。
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
監
視
、
檻
ワ
ナ
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
侵

入
し
た
際
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
遠

隔
操
作
で
捕
獲
す
る
。

　
猟
友
会
員
の
負
担
軽
減
、
効
率
的
な
捕

獲
を
推
進
し
、狩
猟
者
へ
の
関
心
を
高
め
、

狩
猟
従
事
者
の
確
保
に
も
繋
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

森
もりさわ

澤　文
ふみお

王

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て

村
むらた

田　桂
けいこ

子

運行の改善が期待されるスマイル交通

サル捕獲檻
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一 般 質 問 質問者による要約

空
家
対
策
特
別
措
置
法
が
改
正
さ

れ
、
令
和
５
年
６
月
に
公
布
さ
れ

た
。
立
科
町
空
家
等
対
策
計
画
（
令
和
４

年
３
月
）
の
進
捗
状
況
と
庁
内
体
制
の
在

り
方
、
立
科
町
空
家
等
対
策
計
画
に
法
改

正
が
与
え
る
影
響
を
伺
う
。

町
長　
空
家
等
対
策
計
画
の
基
本
方
針
の

①
空
家
等
の
適
正
な
管
理
の
促
進
②
空
き

家
バ
ン
ク
の
充
実
③
住
ま
い
の
整
備
を
支

援
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
基
づ
き
、
所
有
者

に
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
そ
の
周
知
を

行
っ
て
き
た
。
空
き
家
等
相
談
会
を
開
催

し
、
情
報
提
供
や
助
言
を
行
っ
て
き
た
。

法
改
正
に
よ
っ
て
、
所
有
者
へ
一
歩
踏
み

込
ん
だ
指
導
・
勧
告
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

特
定
空
家
を
認
定
し
、
初
め
て
行

政
代
執
行
を
行
っ
た
。
要
し
た
費

用
の
徴
収
は
。

建
設
環
境
課
長　
義
務
者
へ
文
書
を
も
っ

て
納
付
書
を
送
付
し
た
。

空
家
対
策
の
推
進
と
行
政
の
関
わ

り
方
に
つ
い
て
。

町
長　
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
つ
つ
地

道
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

法
改
正
後
、
所
有
者
の
努
力
義
務
が
追
加

さ
れ
た
。

　
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
、
利
活
用
す
る

こ
と
な
ど
、
所
有
者
の
責
務
と
し
て
捉
え

て
い
た
だ
き
、
空
き
家
バ
ン
ク
や
町
の
空

き
家
利
用
促
進
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
て

管
理
不
全
の
空
き
家
に
な
ら
な
い
よ
う
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
行
政
と
し
て
把
握
し
て
い
る
も
の
と
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
と
地
域
の
協
力

と
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

榎
えのもと

本　真
まゆみ

弓

立
科
教
育
の
目
指
す
「
全
て
の
子

ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
を
つ
け
る
」

と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
。

教
育
長　
立
科
教
育
の
生
き
る
力
を
つ
け

る
と
は
、
学
習
を
は
じ
め
、
生
活
の
様
々

な
場
面
で
、
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、

柔
軟
な
発
想
や
新
た
な
想
像
力
で
課
題
解

決
で
き
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
。
こ
の
た
め

学
校
で
は
基
礎
基
本
の
習
得
に
合
わ
せ
、

児
童
生
徒
が
主
体
と
な
り
、
自
ら
考
え
る

い
わ
ゆ
る
探
求
を
大
切
に
し
た
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
科
町
教
育
大
綱
の
見
直
し
を
含

め
た
改
訂
予
定
は
。
改
訂
す
る
場

合
は
、大
綱
の
期
間
を
設
け
る
べ
き
で
は
。

教
育
長　
振
興
計
画
に
沿
っ
て
進
め
て
い

く
中
で
、
来
年
度
、
第
6
次
振
興
計
画
の

策
定
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
策

定
し
て
い
く
。
ま
た
、期
間
に
つ
い
て
は
、

5
年
を
目
安
に
考
え
て
い
き
た
い
。

立
科
町
第
二
期
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
の
策
定
委
員
会
設

置
要
綱
に
お
い
て
、
多
く
の
保
護
者
の
意

見
の
反
映
が
必
要
だ
と
考
え
る
こ
と
か

ら
、
構
成
員
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い

か
。

町
民
課
長　
当
事
者
の
声
を
よ
り
反
映
で

き
る
よ
う
に
定
め
て
い
く
た
め
、
保
護
者

を
代
表
す
る
者
を
多
く
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
く
。

小
学
校
・
中
学
校
の
老
朽
化
も
含

め
て
、
小
中
一
貫
校
な
ど
の
検
討

は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長　
今
後
、
小
中
学
校
を
ど
う
し
て

い
く
か
と
い
う
検
討
は
当
然
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
子
ど

も
の
数
が
減
っ
た
か
ら
一
緒
に
し
て
し
ま

え
ば
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
小
中

学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
と
こ
ろ
、
小
中
一

貫
に
し
て
良
い
効
果
が
あ
る
な
ど
、
多
方

面
か
ら
慎
重
に
考
察
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

大
屋
駅
・
丸
子
方
面
の
バ
ス
料
金

な
ど
に
つ
い
て
、
佐
久
方
面
と
同

じ
２
０
０
円
に
す
る
な
ど
、
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。

町
長　
多
額
の
負
担
が
必
要
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
ま
た
佐
久
方
面
と
は
条
件
が
違

う
た
め
料
金
を
２
０
０
円
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

移
住
・
空
き
家
・
改
修
相
談

町
か
ど
オ
フ
ィ
ス

立
科
町
空
き
家
対
策
の
推
進
に

つ
い
て

今
いまい

井　英
ひであき

昭

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

教
育
行
政
に
つ
い
て

子
育
て
環
境
整
備
に
つ
い
て
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立
科
町
に
お
け
る
地
震
へ
の
備
え

に
つ
い
て
問
う
。

町
長　
町
長
と
し
て
、
町
民
の
命
を
守
る

こ
と
は
何
事
に
も
替
え
ら
れ
な
い
最
重
要

な
こ
と
で
あ
り
、
全
力
を
尽
く
す
覚
悟
。

　
今
回
、
被
災
の
状
況
を
目
の
当
た
り
に

し
、
当
町
に
置
き
換
え
た
場
合
に
、
ど
う

い
っ
た
備
え
が
必
要
な
の
か
、
ど
ん
な
対

応
が
必
要
な
の
か
な
ど
、
改
め
て
自
問
自

答
を
し
て
い
る
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
が
有
事
の
際
に
も
安
心

し
て
生
活
の
で
き
る
防
災
・
減
災
対
策
に

努
め
て
参
り
た
い
。

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て

　
住
宅
を
は
じ
め
と
す
る
建
築
物
の
耐
震

性
を
確
保
す
る
た
め
の
指
導・補
助
金
は
。

建
設
環
境
課
長　
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震

診
断
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
を
利
用

し
た
方
で
、
当
該
す
る
住
宅
の
補
強
す
る

工
事
に
対
し
、
最
大
1
0
0
万
円
の
補

助
を
行
な
う
が
、
令
和
６
年
度
よ
り
長
野

県
に
お
い
て
上
乗
せ
補
助
も
計
画
さ
れ
て

い
る
。

地
震
を
想
定
し
た
町
の
職
員
体
制

は
。

総
務
課
長　
今
回
の
地
震
の
規
模
を
想
定

し
た
場
合
、
人
的・物
的
資
源
が
限
ら
れ
、

膨
大
な
災
害
対
応
業
務
を
行
う
の
は
、
当

町
の
よ
う
な
小
規
模
自
治
体
で
は
極
め
て

困
難
と
な
る
。

　
被
災
地
に
支
援
を
す
る
体
制
整
備
と
と

も
に
、
支
援
を
受
け
る
体
制
も
同
時
に
想

定
を
し
て
整
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。

防
災
計
画
の
中
で
は
、
家
屋
の
倒

壊
や
負
傷
者
数
も
予
測
し
て
い
る
。

実
効
性
の
あ
る
防
災
対
策
を
。

町
長　
防
災
計
画
で
は
、
当
町
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
震
度
６
弱
の
発
生
も
予
測

さ
れ
て
お
り
、
肝
に
銘
じ
て
防
災
・
減
災

対
策
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
居
場
所

作
り
に
つ
い
て
の
質
問
の
中
で
、

児
童
館
の
館
内
環
境
の
改
善
は
あ
っ
た

か
。

教
育
長　

年
々
温
暖
化
に
な
る
こ
と
か

ら
、
更
な
る
環
境
整
備
の
た
め
、
６
年
度

の
当
初
予
算
に
エ
ア
コ
ン
の
更
新
・
増
設

を
計
上
。
４
台
の
更
新
と
２
台
の
増
設
を

予
定
し
て
い
る
。

児
童
館
職
員
の
配
置
体
制
に
つ
い

て
の
改
善
は
あ
っ
た
か

教
育
次
長　

配
置
体
制
は
前
年
度
同
様
、

職
員
３
名
、
ス
ポ
ッ
ト
職
員
に
よ
る
安
全

安
心
な
居
場
所
作
り
、
そ
し
て
き
め
細
や

か
な
子
育
て
支
援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

行
く
。子

ど
も
達
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
利
用

状
況
と
ス
キ
ル
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
次
長　
立
科
小
学
校
・
中
学
校
、
両

生
徒
共
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
は
確
実

に
推
進
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
更
に
活
用

が
進
み
、
ス
キ
ル
の
向
上
に
期
待
し
て
い

る
。
ま
た
、
姉
妹
都
市
オ
レ
ゴ
ン
州
と
の

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
授
業
も
検
討
し
て
い

る
。

昨
年
開
催
し
た『
こ
ど
も
議
会
』は
、

議
会
主
体
で
行
っ
た
が
、
次
回
は
、

行
政
主
体
で
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

町
長　
小
学
校
・
中
学
校
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
、
対
応
し
た
い
。
ま
た
、
子
ど
も
達

の
意
見
や
要
望
は
教
育
委
員
会
を
通
じ
、

各
種
事
業
の
実
施
に
繋
が
り
生
か
さ
れ
て

い
く
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

寄
贈
さ
れ
た
グ
ロ
ー
ブ
の
現
状
と

活
用
に
つ
い
て

教
育
長　

合
計
３
つ
の
グ
ロ
ー
ブ
が
届

き
、
小
学
校
の
全
生
徒
に
お
披
露
目
を

行
っ
た
。
６
年
生
の
代
表
が
、
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
行
い
、
こ
の
様
子
は
町
の
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
や
広
報
た
て
し
な
に
も
写
真

と
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
児
童

た
ち
が
休
み
時
間
に
体
育
館
の
中
で
ル
ー

ル
を
決
め
、
自
由
に
活
用
し
て
い
る
。

一 般 質 問 質問者による要約

今
年
度
一
般
質
問
を
振
り
返
り

進
捗
状
況
の
確
認
に
つ
い
て

子
ど
も
達
と
地
域
社
会
の
繋
が
り

を
深
め
る
た
め
に

大
リ
ー
ガ
ー
大
谷
翔
平
選
手
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
グ
ロ
ー
ブ
に
つ
い
て

秦
はたの

野　仁
ひとみ

美

芝
しばま

間　教
のりお

男

我
が
町
の
地
震
対
策
を
問
う

立科町の防災倉庫

寄贈されたグローブ
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町
長　
多
く
の
課
題
も
残
っ
て
い
る
。

一
つ
で
も
多
く
実
現
で
き
る
よ
う
施
策
の

推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

女
神
湖
通
り
の
未
営
業
施
設
の
方

へ
の
対
応
は
。

産
業
振
興
課
長　

観
光
振
興
推
進
会
議

等
、
地
域
の
皆
様
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い

て
集
約
を
し
て
考
え
て
い
く
。

観
光
・
商
工
は
独
立
し
た
課
で
進

め
る
べ
き
で
は
。

町
長　
農
業
、
林
業
、
観
光
業
、
商
工
業

す
べ
て
に
重
点
を
置
き
、
一
体
的
に
連
携

を
し
て
推
進
す
る
事
を
目
的
に
し
て
い
る

た
め
、
独
立
は
考
え
て
い
な
い
。

年
数
回
友
好
都
市
等
か
ら
直
通
バ

ス
を
走
ら
せ
て
は
。

町
長　
財
政
的
に
も
厳
し
い
状
況
下
で
は

慎
重
を
期
さ
な
い
と
い
け
な
い
問
題
。

観
光
専
用
ア
プ
リ
を
導
入
し
て
は
。

産
業
振
興
課
長　
地
域
の
皆
様
に
ど
の
よ

う
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
る

か
、
ま
だ
ま
だ
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

茅
野
市
と
協
議
を
し
て
女
神
湖
ま

で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
繋
い
で
は
。

町
長　
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

高
原
エ
リ
ア
の
ハ
ブ
と
な
る
拠
点

（
観
光
案
内
、
休
憩
、
特
産
物
の
販

売
、
お
土
産
等
）
が
必
要
で
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　

女
神
湖
セ
ン
タ
ー
に

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
整
備
し
た
。
女
神
湖

エ
リ
ア
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
今
後
し
っ

か
り
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

索
道
施
設
整
備
調
査
結
果
を
観
光

振
興
推
進
会
議
で
進
め
て
は
。

町
長　

ス
キ
ー
場
再
構
築
も
取
り
込
ん

で
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
も
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

町
民
が
健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活

し
、
活
力
あ
る
社
会
を
実
現
さ
せ

る
と
共
に
、
町
の
財
政
負
担
を
抑
制
す
る

た
め
、
健
康
で
長
生
き
で
き
る
町
づ
く
り

の
推
進
は
、
と
て
も
重
要
だ
。
町
長
の
所

感
は
。

町
長　
健
康
の
維
持
・
増
進
に
最
も
大
切

な
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康
を
意
識

し
行
動
す
る
こ
と
だ
。
住
民
主
体
の
健
康

意
識
を
醸
成
す
る
た
め
、
健
康
ポ
イ
ン
ト

事
業
、
介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
事
業
、
介
護

予
防
ド
ク
タ
ー
事
業
を
始
め
た
。
今
後
も

効
果
的
な
施
策
を
展
開
し
た
い
。

①
健
康
ポ
イ
ン
ト
・
介
護
予
防
ポ

イ
ン
ト
制
度
の
普
及
率
を
高
め
、

②
介
護
予
防
ド
ク
タ
ー
事
業
を
浸
透
さ
せ

る
工
夫
を
。

町
民
課
長　

①
対
象
者
に
対
す
る
利
用

者
・
参
加
者
の
割
合
は
、
健
康
ポ
イ
ン
ト

0.3
％
、介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
2.3
％
。
ま
ず
、

情
報
発
信
や
参
加
者
を
増
や
す
こ
と
に
取

り
組
む
。
②
広
報
の
充
実
や
、
医
学
博
士

の
鷹
野
先
生
が
各
地
区
に
出
か
け
て
行
き

や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
る
。

南
佐
久
郡
北
相
木
村
に
は
、
空
き

家
問
題
と
移
住
・
定
住
者
の
住
居

不
足
を
同
時
に
解
決
す
る
効
率
的
な
施
策

が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
町
長
の
所
感

は
。

町
長　
当
町
で
は
現
在
、
空
き
家
対
策
と

し
て
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
設
置
し
、
移

住・定
住
策
と
し
て
「
西
塩
沢
三
葉
団
地
」

の
分
譲
や
新
し
い
町
営
住
宅
の
建
設
を
計

画
し
て
い
る
。
北
相
木
村
の
例
も
含
む
情

報
収
集
に
努
め
て
、今
後
の
参
考
に
す
る
。

当
町
が
健
康
長
寿
の
町
づ
く
り
を

行
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
移
住
・

定
住
を
促
進
す
る
た
め
に
も
効
果
が
あ

る
。
積
極
的
に
宣
伝
し
て
ほ
し
い
。

一 般 質 問 質問者による要約

今
いまい

井　健
けんじ

児

村
むらまつ

松　浩
ひろよし

喜

第
５
次
立
科
町
振
興
計
画
後
期

基
本
計
画
の
総
括
は

空
家
対
策
と
移
住
・
定
住
策
の

効
果
的
な
実
施
を

「健康ポイントチャレンジシート」と
「介護予防ポイントカード」

健
康
長
寿
の
町
づ
く
り
の
推
進
を
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一 般 質 問 質問者による要約

能
登
半
島
地
震
災
害
・
ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
、
当
町
と
し
て
実
践
し
た

こ
と
、
今
後
の
支
援
計
画
は
。

町
長　

11
月
と
２
月
に
二
人
の
職
員
を

派
遣
し
た
。
義
援
金
は
２
月
22
日
現
在
、

52
万
３
千
７
３
８
円
と
町
か
ら
55
万
円
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
義
援
金
は
５
万
３
千
８
９
０

円
集
ま
っ
た
。
今
後
も
継
続
す
る
。

子
ど
も
議
会
で
出
さ
れ
た
野
方
の

交
差
点（
通
学
路
）の
安
全
対
策
は
。

総
務
課
長　
野
方
区
で
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
取

り
付
け
に
つ
い
て
合
意
形
成
を
諮
っ
て
い

る
。

中
原
宮
前
地
域
の
水
田
耕
作
使
用

町
道
の
改
修
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

対
応
を
。

建
設
環
境
課
長　
優
先
順
位
を
基
本
と
し

て
進
め
て
い
く
（
地
元
負
担
付
き
）。

ア
メ
ダ
ス
（
地
域
気
象
観
測
シ
ス

テ
ム
）
設
置
箇
所
の
増
設
は
。

産
業
振
興
課
長　
全
国
で
1
３
０
０
箇
所

に
設
置
。
増
設
の
要
望
は
難
し
い
。

芦
田
宿
＆
権
現
山
を
つ
な
ぐ
歩
道

橋
（
芦
田
橋
、
仮
称
）
の
建
設
を
。

町
長　
多
額
の
費
用
が
必
要
で
難
し
い
。

エ
ダ
マ
メ
（
あ
や
み
ど
り
）
収
穫

祭
の
開
催
を
。

町
長　
今
年
も
蕎
麦
と
落
花
生
に
力
を
入

れ
る
。
提
案
と
し
て
受
け
る
。

大
雪
に
よ
り
潰
れ
た
農
業
用
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
に
見
舞
い
金
の
支
給
を
。

産
業
振
興
課
長　
佐
久
浅
間
農
協
で
支
給

し
て
い
る
。
町
で
は
、
資
材
購
入
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

非
正
規
職
員
に
寒
冷
地
手
当
の
支

給
を
。

町
長　
令
和
６
年
度
よ
り
勤
勉
手
当
を
支

給
、
寒
冷
地
手
当
の
支
給
は
考
え
て
い
な

い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
活
動
に

つ
い
て
、
問
題
は
な
い
か
。

企
画
課
長　
現
在
、
７
人
の
隊
員
が
活
動

し
て
い
る
。
本
年
度
は
隊
員
、
自
ら
企
画

し
て
の
活
動
は
な
い
が
、
各
隊
員
の
活
動

報
告
書
か
ら
そ
の
内
容
は
十
分
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
、
特
に
問
題
は
な
い
。

西
部
地
域
、
元
気
づ
く
り
の
環
境

整
備
（
リ
ン
ゴ
狩
り
）
に
支
援
金

制
度
を
。

町
長　
地
元
の
関
係
者
と
の
意
見
交
換
に

努
め
る
。

長
和
町
と
の
職
員
交
流
を
複
数
人

数
で
積
極
的
に
実
施
し
な
い
か
。

副
町
長　
現
在
、
佐
久
地
域
振
興
局
と
実

施
し
て
い
る
。
今
後
も
職
員
交
流
を
実
施

し
て
い
く
。

サ
ン
コ
ー
ポ
芦
田
宿
南
の
環
境
整

備
は
。

建
設
環
境
課
長　
緑
地
と
し
て
管
理
し
て

い
る
。
入
居
者
か
ら
使
用
し
た
い
要
望
が

あ
れ
ば
検
討
す
る
。

宮
みやさか

坂　幸
ゆきお

夫

お詫びと訂正
2024.1.24 発行の議会だより No.179 の 14 ページ 2 段目、村松議員の一般質問に対する副町長の
答弁中、｢必要だと認識している。｣ の次に ｢募集しているが採用に至らない。｣ が抜けておりました。
お詫びして訂正いたします。

各議員の賛否結果
議員名

議案等の件名

秦
野
仁
美

宮
坂
幸
夫

小
野
沢
常
裕

今
井
健
児

芝
間
教
男

中
村
茂
弘

村
松
浩
喜

森
澤
文
王

村
田
桂
子

榎
本
真
弓

今
井
英
昭

今
井 　
　
清

議決結果

立科町 Lake Office 女神湖の設置及び管理に関す
る条例制定 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ − 修正案可決

立科町指定居宅介護支援事業者の指定に関し必要
な事項並びに指定居宅介護支援等の事業の人員及
び運営に関する基準を定める条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ○ ○ − 可決

令和 6 年度立科町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ○ ○ − 可決

蓼科 ･ 中尾辺地に係る公共的施設の総合的な整備
に関する財政上の計画の変更 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◆ ◇ ◆ ◇ − 修正案可決

※「○」は賛成、「■」は反対、｢◇｣ は修正案に賛成、｢◆｣ は原案に賛成
※議長の今井 清議員は採決に加わりません。
※これ以外の案件等は、全会一致でした。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年
、
そ

し
て
能
登
半
島
地
震
。
今
も
な
お
、

多
く
の
方
が
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
の
恐

ろ
し
さ
を
改
め
て
痛
感
し
、
防
災
に

対
す
る
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
花
の
香
り
と
共
に
、
春
の
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
私

た
ち
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
（
こ

の
４
月
か
ら
広
報
広
聴
委
員
に
代

わ
り
ま
し
た
。）
の
新
メ
ン
バ
ー

も
、
も
う
す
ぐ
一
年
で
す
。
毎
号
、

進
化
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

ま
す
。
で
き
る
だ
け
写
真
を
載
せ

て
見
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
心
が

け
、
多
く
の
皆
様
に
読
ん
で
も
ら

え
る
こ
と
を
願
い
編
集
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

秦
野
　
仁
美

○
今
後
と
も
「
議
会
だ
よ
り
」
を

ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長

村
田
桂
子

副
委
員
長

小
野
沢
常
裕

委
　
　
員

森
澤
文
王

芝
間
教
男

今
井
健
児

宮
坂
幸
夫

秦
野
仁
美

１
月
31
日
に
開
催

第
１
回
臨
時
会

専
決
処
分
の
承
認

　
立
科
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正

　
令
和
６
年
12
月
に
健
康
保
険
等
の
被
保
険
者
証
が

原
則
廃
止
さ
れ
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

カ
ー
ド
と
一
体
化
さ
れ
る
。
町
が
福
祉
医
療
費
を
支

給
す
る
に
あ
た
り
、
個
人
番
号
の
※
独
自
利
用
事
務

と
し
て
利
用
が
必
要
と
な
る
た
め
所
要
の
改
正
を
す

る
。

※
独
自
利
用
事
務

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
は
番
号
法
に
定
め
ら
れ
た

事
務
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
社
会
保
障
･
地
方
税
･

防
災
に
関
す
る
事
務
そ
の
他
の
事
務
で
地
方
自
治
体

が
条
例
で
定
め
る
事
務
に
つ
い
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
利
用
で
き
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
増
額
、
国
の
物
価
高

騰
対
策
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
住
民
税
均
等
割
の

み
課
税
世
帯
に
１
世
帯
10
万
円
、
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
の
子
ど
も
１
人
当
た
り
５
万
円
を
給
付
す
る
た

め
の
事
業
費
な
ど
４
７
９
４
万
円
を
計
上
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
都
市
農
村
交
流
施
設
改
修
工
事

　
契
約
の
相
手
方
　
三
矢
工
業
株
式
会
社

令
和
5
年
度一般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

　町政をめぐる様々な問題に対応するため、広聴機能をさらに高めます。名称を変える
とともに、町民のみなさんからのご意見・ご要望などを広く聴取し、ともに解決策を考
えあう議会へとパワーアップします。
　令和６年度は現在の議会だより編集委員がそのまま
スライドしますが、名前にふさわしい機動的な委員会
になるように役職改選時までに議論を重ねます。
　議会についてのご意見をお寄せください。

「議会だより編集委員会」から

『広報広聴委員会』に名称変更
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